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令
和
八
年
六
月
十
六
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
、
ひ
の
で
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
十
六
回
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
多
理
事
の
司
会
の
も
と
、
は
じ
め
に
武
藤
会
長
に
よ
る

挨
拶
を
、
引
き
続
き
名
誉
会
長
の
東
亨
町
長
よ
り
こ
祝
辞
を

戴
き
ま
し
た
。

そ
し
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
潰
中
映
慈
日
の
出
町
議
会
議

長
に
も
こ
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

次
に
武
藤
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
開
会
宣
言
を
松
尾
副

会
長
が
、
議
決
権
数
報
告
を
山
田
理
事
が
行
い
ま
し
た
。

議
長
の
就
任
挨
拶
の
の
ち
、
川
島
監
事
に
よ
る
監
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

令
和
七
年
度
事
業
報
告
を
橋
本
事
務
局
長
が
議
案
書
に
基

づ
き
説
明
し
ま
し
た
。

【
議
事
】

第
一
号
議
案
「
令
和
七
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
に
つ

い
て
」
を
橋
本
事
務
局
長
が
議
案
書
に
基
づ
き
説
明
を
行
い
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
「
会
員
会
費
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
」
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
「
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
理
事
候
補
者
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案
「
監
事
の
選
任
に

つ
い
て
」
監
事
候
補
者
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
青
木
理
事
に
よ
る
閉

会
宣
言
に
よ
り
、
総
会
は
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
表
彰
に
入
り
、
二
十
年

及
び
十
年
表
彰
と
役
員
表
彰
、
安
全

標
語
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ヽ. 
ヽ，
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（
公
社
）
日
の
出
町

こ
の
度
、
第
十
六
回
定
時
総
会
後
、
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

時
は
い
ま
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
人
類
史
上
、
初
め
て
の
試
練
の
最

中
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
「
老
後
を
楽
し
む
」
と
い
う
言
い
方
が
ふ
つ
う
で
し
た
が
、

も
は
や
「
楽
隠
居
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
死
語
で
あ
る
か
の
こ
と
く
、
難

問
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
際
会
し
て
、
慌
て
る
わ
け
に
も
い
か
す
、
焦
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
。
予
想
さ
れ
て
い
た
そ
の
時
を
迎
え
た
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
備
え
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
日
の
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
貴
重
か
つ
重
要
で
す
。
順
風
満
帆
の
人
生
が
老
い
て
こ
逆

風
に
に
弄
ば
れ
る
の
か
？

し
か
し
も
の
は
考
え
よ
う
、
帆
船
な
ら
ば
順
風
が
い
い
。
と
こ
ろ
が
、

時
代
の
逆
風
に
立
ち
向
か
う
と
、
ど
う
な
る
か
？

離
陸
し
て
大
空
高
く
飛
翔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
帆
船
な
ら
順
風

満
帆
、
飛
行
機
な
ら
逆
風
を
利
用
し
て
離
陸
、
大
空
に
舞
う
。

逆
風
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
仕
事
を
す
る
の
が
い
い
。
仲
間
と
一
緒
に

働
く
の
が
い
い
。
昔
取
っ
た
杵
柄
、
ム
ダ
に
錆
び
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

高
齢
と
な
る
と
、
心
配
に
な
る
の
が
健
康
。
働
い
て
体
を
動
か
す
と
、

健
康
寿
命
が
延
び
る
。
さ
ら
に
、
認
知
症
に
い
た
る
過
渡
期
、
フ
レ
イ
ル

に
入
る
の
が
、
三
十
四
％
も
減
少
。

や
は
り
、
人
生
、
働
く
に
し
く
は
な
し
。
仲
間
と
楽
し
く
健
康
に
、
豊

か
に
老
後
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
人
類
史
上
、
初
め
て
の
試
練
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
ト
ッ

。
プ
・
ラ
ン
ナ
ー
で
す
、
愉
快
、
愉
快
！

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
こ
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
長
松
尾
欣
治

安全標語 安全と 思っていても

゜
まず確認



こ
の
度
、
第
十
六
回
定
期
総
会
後
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
副
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
中
島
で
す
。

日
の
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

発
展
、
そ
し
て
会
員
の
拡
大
と
社
会
参
加

を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
で
活

躍
で
き
る
シ
ル
バ
ー
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
町
内
外
の
諸
先
堕
か
ら
シ
ル
バ

ー
の
存
在
を
知
り
、
「
俺
に
も
で
き
る
こ

と
あ
る
か
な
？
」
と
思
い
な
が
ら
も
平
成

二
十
八
年
に
入
会
し
、
「
今
も
現
役
」
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
、
会
員
の
皆
様
、
諸
先

堕
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局
に
こ
迷
惑
を
お
掛

け
し
な
が
ら
、
こ
指
導
と
、
こ
鞭
撻
を
い
た

だ
き
、
日
の
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
自
分
も
シ
ル
バ
ー
で
一
度
怪
我
を
経

験
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の

安
全
と
健
康
を
意
識
し
た
活
動
を
微
力
な

が
ら
会
長
の
補
佐
と
し
て
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
な
お

一
暦
の
こ
協
力
と
こ
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
公
社
）
日
の
出
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

副
会
長
中
島
茂

副
会
長
就
任
挨
拶

理事

安全管理副委員長

広報委員長

金子年秀

外部理事

小作周司

—• 

理事

安全筐理委員

総務・事業委員長

青木健

理事

総務・事業委員

星野君枝

総
務
・
事
業
委
員
会
で
は
、
会
員
の
就
業
相
談
日
と

し
て
就
業
に
関
す
る
様
々
な
質
問
や
意
見
、
相
談
な
ど

を
理
事
（
職
員
は
同
席
致
し
ま
せ
ん
）
が
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。

霊
答
器
“

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
及
び
研
修
室
等

疇
蒙
t

第
一
回
（
終
了
し
ま
し
た
）

第
二
回
令
和
八
年
八
月
十
七
日
（
月
）

午
後
一
時
三
0
分
か
ら
午
後
三
時
三
0
分
ま
で

令
和
八
年
十
一
月
九
日
（
月
）

午
後
一
時
三
0
分
か
ら
午
後
三
時
三
0
分
ま
で

令
和
九
年
二
月
八
日
（
月
）

午
後
一
時
三
0
分
か
ら
午
後
三
時
三
0
分
ま
で

第
四
回

第
三
回

安全標語

~シ~
常務理事・事務局長

安全管理委員

橋本和弘

理事

広報委員

神田修史

健康は

副会長

安全筐理委員長

広報委員

中島茂

理事

広報副委員

原島幸夫

監事

清水元善

日掛 I1 月掛け

゜

令
和
八
年
度
六
月
か
ら
「
総
務
委
員
会
」
と
「
事
業
委
員
会
」
が
合
併
し
「
総
務
・
事
業
委
員
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

長員
枝
委

事
副
康
業
理
事
子
．
金

務総

会長

松尾欣治

外部監事

川島敏彦

` 
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心掛け



山 木 山 平 神 清 松 近

ロ 崎 ロ 山 田 水 尾 藤 氏

マ 文 國 清 欣 名
サ 千

久 子 代 男 雄 司 治 優

.~ 

新
任
役
員

喜
役
員
の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

こ
古谷隆一

清 l」\ 星 金 神 原

水 作 野 子 田 島 氏

周 君 年 修 幸元 名

善 司 枝 秀 史 夫

[ 
●ヽ

" ► ． 

田 橋 森 湯 神 中 野 織 坂 l」\ l」\
1. 

' 

中 本 田 山 田 島 ロ 田 本 坂 作 氏

ま 栄 由 民 美 す 静 ヒ 丈 名

さ 利 み
寸

フ―

江 江 子 裕 茂 世 江 子 子 夫
~ 

b 

安
全
標
語
表
彰
（
最
優
秀
作
品
）

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

（
順
不
同
◆
敬
称
略
）

．
雫
逗
叱“
E
=「一5
-i亭
＝F＇
-
←
部
ギ
贔

L氏
名
＿
矢
治
—
敬
序

l

健
康
は
日
掛
け
月
掛
け
心
掛
け

匿
ゑ
琴
堂
翠
菩
輩
＿
器
晶

L氏
名
＿
和
田
泰
治

l

安
全
と
思
っ
て
い
て
も
ま
す
確
認

酒 福 矢 嶋 山 本 武

井 泉 浦 治 崎 田 多 藤 氏

敏 節 敬 平 正 正 名

江 勉 子 子 司 道 務

I 

十贔ノ＼

門期 期 期 期 期' 期I 年

四 四
盆

ノ＼ 散
年 年 年 年 年 年 年

安全標語 安全と

＠
永
年
会
員
表
彰
二
十
年
＠

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

⑥
永
年
会
員
表
彰
十
年
⑥

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

古 冨 吉 東

谷 士 沢 氏

隆 光 房 要 名

男 子 子

冨士光男 吉沢房子

思っていても まず確認

ｮ 

東要子

長
き
に
わ
た
り
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

永
年
表
彰

役
員
表
彰
（
退
任
）



総
務

今
年
度
メ
ン
バ
ー
で
す
（
敬
称
略
）

|
]
3

コ
ー

総
務
・
事
業
委
員
長

・
事
業
委
員

総
務
・
事
業
担
当
（
事
務
局
）

総
務
・
事
業
担
当
（
事
務
局
）

総
務
・
事
業
副
委
員
長

森
田
素
野
子

森
田
雅
文

星
野
君
枝

金
子
康
枝

青

木

健

員
（
事
務
局
）

事
務
局
長

安
全
支
援

員

安
全
支
援

員

安
全
支
援

員

安
全
菅
理
委
員
（
理
事
）

安
令
詈
理
副
委
員
長
（
理
事
）

木
崎
道
教

橋
本
和
弘

森
田
安
志

三

浦
節
子

山
田
正

青

木

健

金
子
年
秀

今
年
度
メ
ン
バ
ー
で
す
（
敬
称
略
）

'
{
•
二

■
■

安
仝
管
理
委
員
長
（
副
会
長
）中

島

茂

闊
闊
翠
芸
翠
芦
誨
嚢
目四

1 月頃にお茶やお菓子を楽しみなが

ら、会員同士でおしゃべりやシルバーへ

の要望など、気軽に歓談し交流を深める

茶話会（会費あり）を計画しています。

詳細が決まりましたらSm i le to 

Smi leやSMS等で

お知らせします。

広
報
担
当
（
事
務
局
）

広
報
委

員

広
報
委

員

広
報
副
委
員
長

広

報

ーで
ｷ= 

—`‘ 

長

小
林
良
次

神
田
修
史

中
島

. 
一

閲可―
`!•, tし

.:l. 
見

｝．一

茂

原
島
幸
夫

金

今
年
度
メ
ン
バ
ー
で
す
（
敬
称
略
）

1
ｷ
n
ｷ
 

委
員

子
年
秀

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
象
広
報
委
員
会
み

8

................................................ 

ｷ
 
女
性
部
会
で
は
女
性
会
員
の
親
睦
・
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
産
業
ま
つ
り
、
シ
ル

バ
ー
感
謝
ま
つ
り
で
の
販
売
に
向
け
て
手

芸
品
等
を
製
作
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
五
月
に
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ペ
ン
作
り
」

七
月
に
「
か
こ
作
り
」
を
行
い
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
ほ
か
、

の
方
に
も
こ
参
加
頂
き
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
の

で
初
め
て
の
方
で
も
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

女
性
部
会
の
活
動
は
令
和
八
年
ハ
月
は
お
休
み
で
す
が
、
九
月
か
ら

毎
月
第
＿
水
曜
日
と
第
三
水
曜
日
の
午
後
＿
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

一
般

安全標語 健康は 日掛 I1 月掛け

゜
心掛け
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含
奉
仕
活

令
和
八
年
三
月
十
四
日

（
土
）
に
総
務
委
員
会
主
催
に

よ
る
都
道
＿
八
四
号
線
沿
い
の

コ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

平
井
方
面
、
大
久
野
方
面
に
分

か
れ
て
コ
ミ
拾
い
、
参
加
し
て

頂
い
た
方
が
丁
寧
に
都
道
の
歩

道
や
植
え
込
み
に
あ
る
小
さ
な

コ
ミ
ま
で
拾
っ
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
八
年
二
月

＿
三
日
（
金
）
当

セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
て
、
安
全
管
理
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
安
全
講
習
会
」
が
日
の
出
町
役

場
と
五
日
市
警
察
署
の
こ
協
力
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
八
年
四
月
よ
り
自
転
車
の
運

転
に
関
す
る
青
切
符
の
反
則
金
制
度

が
始
ま
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
交
通
ル
ー
ル
な

ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
も
就

業
に
当
た
り
自
転
車
を
使
用
す
る

こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
交

通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
次
の
機
会

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
令
和
九
年
二
月
か
三
月
頃

行
う
予
定
で
す
。

,, 

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
で

は
、
全
国
か
ら
七
十
五
オ
ー
八
十
四
オ
の
地
域
高

齢
者
と
シ
ル
バ
ー
会
員
を
抽
出
し
て
二
年
間
の

追
跡
調
査
を
行
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
就
業
に
よ
り
、
フ
レ
イ
ル
（
注
1
)
発
生
リ
ス

ク
が
三
十
四
％
低
減
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
フ
レ
イ
ル
状
態
の
方
が
就
業

に
よ
り
改
善
し
た
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
皆
様
へ
の

フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
を
積
極
的
に
推
進
し
、

皆
様
の
健
康
寿
命
（
注
2
)
の
延
伸
の
支
援
を

い
た
し
ま
す
。

（
注1
)
【
フ
レ
イ
ル
】
と
は
加
齢
に
伴
っ
て
心
身

の
機
能
が
低
下
し
、
【
健
康
】
と
【
要
介

護
】
の
中
間
に
位
置
す
る
状
態
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。

（
注2
)
一
健
康
寿
命
】
と
は
健
康
上
の
問
顆
で
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自

立
し
て
健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。

安全標語 安全と 思っていても

゜
まず確認



＿
各
公
園
清
掃
確
認
業
務
】

毎
週
＿
回
町
内
公
園
を
巡
回
し
、
公

園
内
の
異
常
個
所
、
ゴ
ミ
拾
い
を
二
人

＿
組
で
二
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
缶
や
、
瓶
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の

袋
な
ど
を
見
つ
け
て
、
回
収
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
遊
具
や
ト
イ
レ
な
ど

の
壊
れ
て
い
る
個
所
を
見
つ
け
、
報
告

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

••99 J`  
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東京しこと財団が主催する講習会のお知らせです。会員の方は交通費材料費、テキスト代を除き原則ー
無料で受講できます。応募多数の際は、こ希望に沿えないこともこざいますのでこ了承ください。
興味のある方はセンター事務局までお申し込みください。講習を受けても就業に結びつかない事業もこざいます。

10月実施講習

区分 講習名 定員 日数 日程 調習会場 舅集期間

* 櫃木の剪定技術アップ講奮 25 l 10月2日（金） 東京藝術大学 8月3日（月）～8月 27日（木）

* ステップアップ痴昌l （施設管理等•利用者対応）（多摩） 20 1 10月 16日（金） 東しことセンター多摩 8月3日（月）～8月 27日（木）

* 楢木の基本と応用（剪定）（多摩） 25 14 10月 20日（火）～ 11 月 13日（金） 東京しことセンター 8月3日（月）～8月 27日（木）東京藝術大学

l l 月実施講習

区分 講習名 定員 日数 日程 講醤会場 募集期間

* 毛筆筆耕（賞状書き） 15 12 11 月 2日（月）～ 11 月30日（月） 東京しことセンター 9月 1 日（火）～9月 24日（木）

* 櫃木の剪定技術アップ講奮（多摩） 25 l 11 月 16日（月） 東京芸術大学 9月 1 日（火）～9月 24日（木）

* ハウスクリーニングlll （第2回）※窓や床の渭掃基本等 25 2 11 月 26日（木）・ 27日（金） 東京しことセンター 9月 1 日（火）～9月 24日（木）

12月実施講習

区分 講習名 定員 日数 日程 調習会場 舅集期間

* 包丁研ぎ（第2回）※第 1 回•第2回の内容は同じ 20 l 12月7日（月） 東京しことセンター 10月 1 日（木）～ 10月 29日（木）

* ステッブアップ接遇l （クレーム対応）（第2回） 20 1 12月 10日（木） 東京しことセンター 10月 1 日（木）～ 10月 29日（木）

令和9年 1 月実施講留

区分 調習名 定員 日数 日程 調醤会場 募集期間

* ホームネットワーク接続サービス 20 3 1 月26日（火）・ 27日（水）・ 28日（木） 東京しことセンター 11 月2日（月）～ 11 月 26日（木）

令和9年2月実施講習

区分 講留名 定員 日数 日程 講醤会場 募集期間

子育て支援総合サーピス 2月 1 日（月）・ 2日（火） •4日（木） 東京しことセンター 12月 1 日（火）～ 12月 24日（木）* 30 3 

* ステップアッブ接遇ll （家庭の仕事等•発注者対応） 20 l 2月26日（金） 東京しことセンター 12月 1 日（火）～ 12月 24日（木）

令和9年3月実施講習

口＿＿ 講習名 日 程 調習会場 募集期間

襖の張醤え 下 3月2日（火） •3日（水） •4日（木）

__ 
東京しことセンター

__ 1 月4日（月）～ 1 月 28日（木）i
安全標語 健康は 日掛 I1 月掛け

゜
心掛け



令
和
7

年
度
よ
り
「
夫
婦
会
員
会
費
減
免
制
度
」

を
設
け
ま
し
た
。

会
員
の
特
典

①
こ
夫
婦
で
加
入
さ
れ
て
い
る
正
会
員
が
「
夫
婦
会

員
会
費
減
免
申
請
」
を
行
い
ま
す
と
、
次
年
度
か

ら
正
会
員
会
費
二
、
0
0
0
円
が
半
額
免
除
さ
れ

て
、
お
＿
人
分
が
＿
‘
O
O
0
円
と
な
り
ま
す
。

②
現
在
、
こ
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
お
＿
人
が
正
会
員

で
、
新
た
に
こ
夫
婦
の
＿
人
が
加
入
さ
れ
て
「
夫

婦
会
員
会
費
減
免
申
請
」
を
行
い
ま
す
と
、
現
在

加
入
中
の
正
会
員
の
方
は
、
次
年
度
か
ら
正
会

員
会
費
二
、
0
0
0
円
が
半
額
免
除
さ
れ
て
＿
‘

0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。
新
た
に
加
入
さ
れ
た

方
は
本
年
度
か
ら
半
額
免
除
さ
れ
て
＿
‘
O
O
O

円
と
な
り
ま
す
。

入
会
者
の
特
典

こ
夫
婦
で
同
日
に
加
入
さ
れ
て
「
夫
婦
会
員
会

費
減
免
申
請
」
を
行
い
ま
す
と
、
お
二
人
と
も
そ

の
年
度
か
ら
正
会
員
会
費
二
、
0
0
0
円
が
半
額

免
除
さ
れ
て
、
お
＿
人
分
が
＿
‘
0
0
0
円
と
な
り

ま
す
。

夫
婦
{
H員
会
費
減
免
制
度

Smile to Smile登録会を引き続き行いま
すので、まだ登録されていない方は是非登
録をお願いします。希望される方は事前に
センター事務局までご連絡ください。

今後のSmile tosmile予定 1 
令和8年8月 12日（水）

令和8年9月9日（水）

令和8年 10月 14日（水）

令和8年 11 月 11 日（水）

令和8年 12月9日（水）

いすれも 13時30分から開催いたします。

毎
―
―
―
―

令
和
八
年
二
月
＿
日
よ
り
会
員
紹
介

制
度
を
導
入
致
し
ま
し
た
。
●
4
Bf

お
友
達
や
こ
家
族
を
こ
紹
介
い
た
だ

き
、
入
会
さ
れ
ま
し
た
ら
、
こ
紹
介
頂
い
た
会
員

に
『
家
庭
可
燃
こ
み
専
用
袋
(
+
枚
＿
組
）
中
袋
二

組
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

手
続
き
方
法
L
J

会
員
紹
介
カ
ー
ド
を
当
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
取

り
に
来
て
い
た
だ
き
、
『
紹
介
者
（
紹
介
し
た
人
）
」

欄
に
こ
自
身
の
会
員
番
号
・
氏
名
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
入
会
を
希
望
す
る
方
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
会
員
紹
介
カ
ー
ド
を

持
参
の
上
、
入
会
申
込
時
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

.
、
「
隠

安全管理委員会からのお知らせ

自転車賓全 熱中痘注意 事紋輻言

けにるとり違 眉 しし中常取前 が たか りが 七
て‘たな‘ 唇 飲 てシ止をれのこ 良 今 しら 塁 ま徹会 安り＜へめっへ ‘酒 くルし感た軽ま 年 まも せ底員
だルにてル 反馨 : ヽ だバてじ食いめ予 昇 す 塁 冒 んさの 全八さメ、 恰 メ 巴市 さ l 涼た事体な 報窟 ゜ でれ皆
ぃ。着ツ卜族家を 着ツ卜の視な使用 し｝ 雷 しとを操水 年 作業をたして様 月月

いき心‘分 に 間しま守がす 対 ど‘ 所 喜 はがビ、補て 喜 を畠。 ; の でに 、けフ給い おし 安
す • こで作てン、ます 願て 告全

め喜 な通し 連休業、ス作芍高 いこ は意

’ . 
絡憩を異の業 温 いれ あ識 ＂『

_J 
安全標語 安全と 思っていても

゜
まず確認



［配分金支払日です、ご確認くださU】

一愛参三翠一
令和 8年 6月分 令和 8年 7月 27 日（月）

令和 8年 7 月分 令和 8年 8月 25 日（火）

令和 8年 8月分 令和 8年 9月 25 日（金）

令和 8年 9 月分 令和8年 10月 26 日（月）

令和8年10月分 令和8年 1 1 月 25 日（水）

令和8年11 月分 令和8年 12月 25 日（金）

令和8年12月分 令和 9年 1 月 25 日（月）

令和 9年 1 月分 令和 9年 2 月 25 日（木）

令和 9年 2 月分 令和 9年 3 月 25 日（木）

令和 9年 3 月分 令和 9年4月 26 日（月）

迄·= 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日
開
催
の
定
時
総
会
で

の
報
告
以
降
、
皆
様
へ
の
配
分
金
支
払
い
が
就
業
月
の

翌
々
月
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
六
年
◆
七
年

で
の
定
時
総
会
時
の
会
員
か
ら
の
こ
質
問
や
こ
意
見
、

ま
た
、
監
事
か
ら
の
こ
意
見
を
事
務
局
で
検
討
し
た
結

果
、
就
業
報
告
書
の
集
計
か
ら
発
注
者
へ
の
請
求
作
業

の
効
率
化
と
柔
軟
な
資
金
運
用
に
よ
り
、
令
和
八
年
四

月
就
業
分
か
ら
配
分
金
を
「
就
業
さ
れ
た
月
の
翌
月
の

二
十
五
日
の
支
払
い
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

※
二
十
五
日
が
金
融
機
関
の
休
業
日
に
あ
た
る
場
合

は
、
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

.... 
亀令

和
八
年
四
月
就
業
分
よ
り

ふ
：

4
5

配
分
金
が
「
翌
月
払
い
」
に
な
り
ま
し
た

....................................................... 

鼻

交
通
安
全
講
習
会
…
二
月
又
は
三
月
に
実
施
予
定

シ
ル
バ
ー
感
謝
ま
つ
り
…
十
二
月
実
施
予
定

産

業

ま

つ

専
門
委

員

理

事

令
和
八
年
十
＿
月
に
接
遇
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

筐
理
業
務
等
に
就
業
さ
れ
て
い
る
方
や
過
去
欠

席
さ
れ
た
方
を
対
象
に
個
別
に
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
こ
出
席
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

9

産
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

l＝
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=

会
…
毎
月
定
例
開
催

安
全
管
理
委
員
会
…
毎
月
定
例
開
催

会
…
随
時
開
催

女
性
部
会
…
毎
月
定
例
開
催

社
会
奉
仕
活
動
…
第
一
回
十
月
九
日
（
金
）
予

備
日
十
月
二
十
三
日
（
金
）

町
民
グ
ラ
ン
ド
除
草
作
業

九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時

実
施
予
定
。

第
二
回
は
三
月
を
予
定

り
…
十
月
参
加
予
定

多
く
の
皆
様
に
五
月
末
期
間
内
に
納

入
い
た
だ
き
、
こ
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
分
を
ま
だ
振
り
込
ま
れ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
お
手
続
き
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ベ
け
·
J
掛
七
月

公
益
社
団
法
人
日
の
出
町
シ
ル
バ
t

' 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
第
十
六
回
定
時
総
会
を
無
事

終
了
し
、
松
尾
会
長
・
中
島
副
会
長
の
新
体
制
が
ス
掛
®

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
立
て
続
け
の
地
震
発
生
、
ダ

ブ
ル
台
風
の
発
生
、
そ
し
て
こ
こ
数
年
続
く
猛
暑
．

酷
暑
等
々
、
異
常
気
象
が
と
て
も
気
が
か
り
で
す
。

そ
ん
な
中
で
世
界
中
が
盛
り
上
が
っ
た
サ
ッ
カ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン

な
ら
す
と
も
我
が
日
本
が
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
、

決
勝
リ
ー
グ
で
惜
し
く
も
ブ
ラ
ジ
ル
に
僅
差
で
敗
れ

は
し
た
も
の
の
、
日
本
に
大
き
な
活
力
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

広
報
委
員
も
新
体
制
で
、
各
委
員
一
致
団
結
し
て

務
め
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

編
集
後
記

安全標語 健康は 心掛け


